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１．はじめに 

国土交通省水管理・国土保全局は日本各地で発生

する水災害の監視体制を強化し、局地的な大雨や集

中豪雨に対応できるようにするために、XRAIN(Xバン

ドMPレーダネットワーク、X-band polarimetric (multi 

parameter) RAdar Information Networkの略)1)の構築を

進めてきた。2015年6月に浜松局が運用を開始したこ

とで、全ての指定都市がXRAINにより概ねカバーされ

た。また、河川情報数値データ配信事業が開始され

たことで、XRAINによる高解像度で即時性の高い雨量

データを誰でも入手できるようになっている。 

国総研では、XバンドMPレーダのデータ処理・配信

システムを構築するなど、XRAINの実用化のための技

術的検討を行ってきた。本稿では、国総研が実施し

たXRAIN実用化の技術開発がもたらした現時点にお

ける成果として、XRAIN雨量情報の社会における活用

事例を紹介する。 

２．XRAIN雨量情報の活用事例 

(1)災害対応における活用事例 

近畿地方整備局六甲砂防事務所ではXRAINが設定

値を超える雨量を観測した際に、関係者にアラート

メールを配信しており（図）、迅速な災害対応に役

立てている3)。また、H23新潟・福島豪雨では土嚢積

み等の水防活動の指示や避難勧告の実施の判断材料

として、信濃川下流沿川の自治体職員がXRAIN雨量情

報を活用した。 

(2)他分野における活用事例 

（一財）日本気象協会はXRAIN雨量データを活用し

て予測雨量強度を表示するサイトやAR（拡張現実）

機能によって観測データをカメラ画像に重ね合わせ

て表示するスマートフォンアプリを一般に提供して

いる3)。また、東日本放送では2012年6月にテレビ局

として初めてXRAINによる観測情報の放送を開始し

た3)。さらに、（一財）道路交通情報通信システム

センターでは、XRAINの観測データを用いて、ドライ

バーの前方視認性が低下する降雨強度とされる

50mm/h以上の大雨が発生しているエリアを情報提供

するサービスを2015年4月より開始している4)。 

３．おわりに 

 本稿ではXRAIN雨量情報の社会における活用の一

例を紹介した。今後、XRAIN雨量データからリアルタ

イムで内水による浸水予測や河川の水位予測を行い、

災害対応に利用するなど、さらなる高度利用が図ら

れることが期待される。 

図 XRAIN雨量データを用いたアラートメール配信 

（近畿地方整備局六甲砂防事務所HPより） 

☞詳細情報はこちら 

1) XRAIN雨量情報 

http://www.river.go.jp/xbandradar/ 

2) 河川情報数値データ配信事業 

http://www.river.or.jp/01suuchi/index.html 

3) 六甲山系「降雨状況通知システム」 

http://www.kkr.mlit.go.jp/rokko/camrain/pdf/rainfal

l.pdf 

4) 国土交通省：XRAIN（XバンドMPレーダネットワーク 

配信エリア新設 報道発表資料、2014.7 
http://www.mlit.go.jp/common/001046713.pdf 

5) VICS WIDE 

http://www.vics.or.jp/know/wide/04.html 
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１．はじめに 

平成27年9月関東・東北豪雨では、東日本各地で大

きな被害が発生した。特に10日の昼に鬼怒川の堤防

が決壊した茨城県常総市では約40km2が浸水し、2名

が犠牲となった。さらに、多くの住民が逃げ遅れ、

流失する家屋から住人をヘリコプターが救助する場

面も見られた。また、10日の夜からは常総市南部で

も内水氾濫や決壊氾濫流による大規模な浸水が発生

し、多くの世帯が孤立したため、翌11日以降もヘリ

コプターとボートによる大規模な救助が行われた。

結果、4000名以上が救助されたが、これは風や雨の

条件の良さや決壊が日中であった事、ヘリポートが

近くにあった事など、ヘリコプターの飛行や救助活

動に有利な条件が揃っていた中での救助成果であり、

仮に悪条件下であれば多くの犠牲者が発生しかねな

い危険な状況であったことを認識する必要がある。 

以下では、河川氾濫により生じた危険事象を概説

するとともに、命を守るための各自が認識すべき事

項について記述する。 

 

２．堤防決壊による家屋の倒壊・流失 

常総市上三坂においては10日12時50分頃に越水に

よる堤防決壊が発生し、間もなく決壊部前面にあっ

た家屋が倒壊・流失しはじめた。家屋の流出状況等

の調査を行ったところ、比高約4m以下程度の堤防の

決壊により生じた氾濫流により決壊部から150m程度

まで、約20戸の建物が流失等したことが確認された

(図-1参照)。より大きな堤防が決壊した場合にはよ

り広範囲での家屋流失等が予想されるが、どの程度

の範囲でこのような事態が起きるのかを住民等が事

前にイメージすることは困難であり、水平避難する

ための目安が必要となる。 

 

３．氾濫流の到達等による大規模な浸水 

 10日昼に発生した氾濫流は堤内地を南下するとと

もに八間堀川の内水氾濫と相まって、常総市の南部

まで広範囲に浸水が生じた。これにより、4,000戸以

上の世帯で床上以上の浸水が発生し、浸水家屋にお

いて一時孤立状態が発生したが、八間堀排水機場や

各地より参集した排水ポンプ車による排水活動によ

り19日には概ね浸水は解消された。ただし、停電や

断水が起きたうえ夏場でもあり、エアコン等家電や

トイレが使用できない状態での生活環境は劣悪であ

り、浸水解消が遅れた場合には健康被害等が生じた

危険性もあった。 

 

４．おわりに 

今回の災害を受け国土交通省では、「水防災意識

社会再構築ビジョン」を打ち出すとともに、その中

で住民が自らリスクを察知し主体的に避難できるよ

うな情報提供の充実を図ることとしている。この機

会に、今一度自宅の位置をハザードマップ等で確認

し、万が一の事態や、自らの命を守る方法について

考えていただきたい。 

 

図-1 家屋の流失状況 
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